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「
こ
れ
が
常
識
」 

                    

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

脚
本
猫
柳 

ふ
ろ
ゆ 



登
場
人
物 

三
船
陽
介
（
２
２
）
就
活
生
。
面
接
を
控
え
て
い
る
。 

 

寺
田
航
大
（
２
２
）
三
船
の
同
級
生
。 

 

新
村
和
也
（
５
３
）
う
ど
ん
屋
の
大
将
。 
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○
う
ど
ん
屋
『
吸
う
ド
ン
』
・
外
観
（
夕
） 

 
 

 

木
造
の
小
さ
な
う
ど
ん
屋
。 

暖
簾
に
は
『
吸
う
ド
ン
』
の
文
字
。 

 
○
同
・
店
内
（
夕
） 

 
 

 

三
船
陽
介
（
２
２
）
と
寺
田
航
大
（
２
２
） 

が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
っ
て
い
る
。 

白
い
調
理
衣
を
着
た
新
村
和
也
（
５
３
）
が 

う
ど
ん
を
二
人
の
机
の
前
に
置
く
。 

新
村
「
へ
い
、
お
待
ち
ど
う
さ
ん
、
う
ど
ん
さ
ん
」 

三
船
、
う
ど
ん
を
見
て
、 

三
船
「
い
つ
も
よ
り
大
き
く
な
い
？
」 

寺
田

「
（

う
ど
ん
を
確
認
）
本
当
だ
。
大
将
！ 
こ 

れ
、
大
に
な
っ
て
る
よ
」 

新
村
「
明
日
は
二
人
と
も
就
活
の
一
次
面
接
な
ん
だ 

ろ
？ 

な
ら
い
っ
ぱ
い
食
べ
な
あ
」 

寺
田
「
大
将
、
あ
ざ
ま
す
！ 

頑
張
り
ま
す
！
」 

 
 

 

親
指
を
立
て
て
厨
房
内
に
戻
る
新
村
。 

三
船
「
な
あ
航
大
。
自
由
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ 

い
っ
て
要
項
に
書
か
れ
て
い
た
ら
何
着
て
く
？
」 
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寺
田
「
そ
り
ゃ
お
前
、
ス
ー
ツ
で
来
い
っ
て
言
わ
れ 

 

て
る
よ
う
な
も
ん
だ
ろ
」 

三
船
「
だ
よ
な
？
」 

寺
田
「
常
識
だ
よ
。
日
本
人
な
ら
周
り
に
合
わ
せ
ら 

れ
て
当
然
。
そ
う
い
う
協
調
性
を
企
業
は
見
て
ん 

だ
よ
」 

三
船
「
オ
ッ
ケ
。
サ
ン
キ
ュ
ー
な
」 

 
 

 

三
船
、
割
り
箸
を
手
に
取
り
、
割
る
。 

 

○
株
式
会
社
『
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
フ
ー
ズ
』
・
入
り
口 

 
 

 

銘
板
に
は
『
株
式
会
社
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
フ
ー 

ズ
』
の
文
字
。 

 

○
同
・
廊
下 

扉
に
は
『
面
接
控
室
』
と
書
か
れ
た
張
り
紙
。 

 
 

 

そ
の
扉
の
前
に
立
っ
て
い
る
の
は
黒
い
ス
ー 

ツ
を
着
た
三
船
。 

ネ
ク
タ
イ
を
整
え
、
深
呼
吸
を
す
る
。 

三
船
「
よ
し
」 

 
 

 

三
船
、
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
掛
け
る
。 
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○
同
・
面
接
控
室 

 
 

 

面
接
控
室
に
は
赤
い
ス
ー
ツ
を
着
た
就
活
生 

た
ち
が
ざ
っ
と
五
十
人
ほ
ど
椅
子
に
座
っ
て 

い
る
。
入
り
口
に
は
三
船
。 

三
船
「
…
…
（
あ
然

）
」 

 
 

 

三
船
、
後
方
の
席
に
座
り
、
隣
の
赤
い
ス
ー 

ツ
を
着
た
就
活
生
を
見
る
。 

三
船

「
（

小
声
）
あ
、
あ
の
。
今
日
っ
て
赤
い
ス
ー 

ツ
の
指
定
は
あ
り
ま
し
た
っ
け
？
」 

 
 

 

就
活
生
、
無
視
。 

 
 

 

そ
の
逆
隣
に
赤
い
ス
ー
ツ
を
着
た
就
活
生
が 

 
 

 

新
た
に
座
る
。 

 
 

 

三
船
、
肩
を
縮
め
る
。 

 
 

 

赤
い
ス
ー
ツ
郡
の
中
に
一
人
だ
け
浮
い
て
し 

ま
っ
て
い
る
黒
ス
ー
ツ
の
三
船
。 

 

○
う
ど
ん
屋
『
吸
う
ド
ン
』
・
外
観
（
夕
） 

 

○
同
・
店
内
（
夕
） 
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三
船
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

新
村
、
う
ど
ん
を
三
船
の
前
に
置
く
。 

新
村
「
へ
い
、
お
ま
ち
ど
う
さ
ん
、
う
ど
ん
さ
ん
」 

三
船
「
大
将
。
強
い
お
酒
っ
て
あ
る
？
」 

新
村
「
う
ち
は
う
ど
ん
屋
だ
よ
」 

 
 

 

三
船
、
大
き
く
た
め
息
を
吐
く
。 

新
村
「
そ
う
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
さ
ん
な
。
企
業
な
ん
て 

い
っ
ぱ
い
あ
ら
あ
」 

三
船
「
第
一
志
望
だ
っ
た
ん
ス
よ
」 

 
 

 

と
、
そ
こ
に
入
り
口
の
扉
が
開
く
音
。 

新
村
「
お
、
航
大
君
。
面
接
ど
う
だ
っ
た
？
」 

三
船
「
な
あ
聞
い
て
く
れ
よ
航
大
。
今
日
面
接
で
俺
」 

 
 

 

三
船
、
振
り
返
り
入
り
口
を
見
る
。 

 
 

 

そ
こ
に
は
赤
い
ス
ー
ツ
を
着
た
寺
田
。 

三
船
「
…
…
（
あ
然

）
」 

 
 

 
 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

 
 

 

笑
っ
て
い
る
寺
田
。 

寺
田
「
バ
カ
だ
な
ぁ
。
今
季
の
ト
レ
ン
ド
は
赤
な
ん 

だ
よ
。
だ
か
ら
就
活
は
赤
ス
ー
ツ
！ 

常
識
だ
ろ
」 

三
船
「
は
？ 

そ
う
な
の
？
」 
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新
村
「
そ
れ
は
俺
で
も
知
っ
て
い
た
な
ぁ
」 

寺
田
「
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
片
側
を
空
け
る
。 

 

電
車
で
は
お
年
寄
り
に
席
を
譲
る
。
法
律
で
決
ま 

っ
て
い
な
く
て
も
守
ら
な
き
ゃ
な
ら
ね
ー
よ
。
そ 

れ
が
ル
ー
ル
で
常
識
。
社
会
人
な
る
ん
だ
か
ら
」 

三
船
「
ふ
ー
ん
。
な
る
ほ
ど
ね
」 

 

○
株
式
会
社
『
ラ
イ
オ
ン
フ
ー
ズ
』
・
廊
下 

扉
に
は
『
株
式
会
社
ラ
イ
オ
ン
フ
ー
ズ
・
面 

接
控
室
』
と
書
か
れ
た
張
り
紙
。 

そ
の
扉
の
前
に
立
っ
て
い
る
の
は
赤
い
ス
ー 

ツ
を
着
て
い
る
三
船
。 

ネ
ク
タ
イ
を
整
え
、
深
呼
吸
を
す
る
。 

三
船
「
今
度
こ
そ
、
よ
し
」 

 
 

 

三
船
、
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
掛
け
る
。 

 

○
同
・
面
接
控
室 

椅
子
に
座
っ
た
黄
色
い
ス
ー
ツ
を
着
た
五
十 

人
ほ
ど
の
就
活
生
が
入
り
口
の
三
船
を
見
る
。 

三
船
「
…
…
（
あ
然

）
」 

 
 

 

（
終
わ
り
） 


